
執行率 95.1% 80.4% 98.1%

執行額 66 35 20

23年度要求

予算額(補正後） 69 43 21 19 0

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

平成20年度までは、都市から農山漁村へ出かけて体験活動等を行う形態の体験型交流について調査検討を行い、平
成21年度においては、NPOや企業における都市と農山漁村との交流についての実態を把握するとともに、支援を求め
ている地域、支援を可能とする地域のそれぞれのニーズを把握し、それらニーズのマッチングした交流を促進するため
の課題抽出と施策のあり方について整理・検討を行った。

実施状況

Ｈ１９：都市と農山漁村の体験型交流事業に対するニーズに関する調査検討について取りまとめ
Ｈ２０：都市と農山漁村の体験型交流事業におけるニーズのマッチングと交流事業の発展・継続等に関する調査検討に
ついて取りまとめ
Ｈ２１：都市と農山漁村の連携支援型交流等に関する調査検討及び発信すべき情報、その発信手法のあり方等に関す
る調査検討について取りまとめ

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
―

関係する計
画、通知等

国土形成計画（H20.7.4閣議決定）

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

都市と農山漁村の連携交流を形成・確立するにあたり、都市と農山漁村、双方のニーズにマッチングした交流事業の
取り組み方、事業運営を継続・発展させるための仕組み、情報発信のあり方、並びにこれらの交流事業をきっかけとし
た地域づくりへのつなげ方のポイントと等を明らかにし、それらを活かした地域振興を図ろうとするもの。

担当部局庁 都市・地域整備局 担当課室 地方振興課 課長　　山本　克也

会計区分 一般会計 上位政策 都市再生・地域再生等の推進

事業番号 168

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　　(国土交通省)

予算事業名 地方における交流・定住の促進に要する経費
事業開始

年度
平成１５年度 作成責任者

補
　
記

【予算科目】
・286　地方における交流・定住の促進に要する経費
　・006　都市農山漁村連携交流推進調査経費　　　　　　　　　　　　　　　　（２１年度予算額）　　　　　（２１年度決算見込額）
　　　・95016-2122-08-2010　　職員旅費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７５５千円　　　　　　　　　　　　　４０２千円
　　　・95016-2123-09-2116　　都市・地域づくり推進調査費　　　　　  　　２０，０２４千円　　　　　　　　　　１９，９７６千円

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

・発注先の選定にあたっては、透明性及び公平性の確保を図る観点から、企画競争による手続きを経た上で、発注先
を特定し、請負契約を締結している。
・業務の実施にあたっては、適切な指示を行うなど、国が求める調査内容となっているか、調査内容のとりまとめに向け
て調査内容に過不足はないかなどを確認している。
・調査終了後、完了時の検査を通じて、発注先より提出のある成果物（報告書）の内容が、国の求める調査事項を網羅
しているか、国が指示した報告書の整理方法となっているかなど確認を行っている。

見直しの
余地

都市と農山漁村の交流におけるその目的・種類ごとの継続・発展要因など事業成功のポイント等といったこれまでの調
査結果を活用して今後交流の促進へとつなげていく具体的な方策を国や市町村等において検討できるよう、これまで
のフォローアップ等を行った上で市町村等利用者がより使いやすい形へ再整理をするなど、22年度をもってこれまでの
調査の総括的な取りまとめを行う。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

【事業廃止】
都市と農山漁村の交流について、これまでの調査結果の蓄積を活用して、地域づくりの主体である市町村や地域づくり団体によっ
て各地域のポテンシャルを引き出す施策が講じられていくような総括的な取りまとめを平成２２年度において行うこととし、事業を
廃止する。

総事業費(執行ベース) － － －



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)

国土交通省 
２０百万円 

B.株式会社価値総合研究所  
                         ２０百万円 

・NPOや企業等が参加する都市と農山漁村の交

流事業に係る事例収集及び実態把握 

・情報発信のあり方等の検討のために必要な

データの収集 

【企画競争】 

A.都市・地域整備局 
２０百万円 

都市農山漁村連携交流推進調

査業務に係る企画・立案 

都市農山漁村連携交流推進調

査業務に係る企画・立案 

て補足する)
(単位:百万円)

国土交通省 
２０百万円 

B.株式会社価値総合研究所  
                         ２０百万円 

・NPOや企業等が参加する都市と農山漁村の交

流事業に係る事例収集及び実態把握 

・情報発信のあり方等の検討のために必要な

データの収集 

【企画競争】 

A.都市・地域整備局 
２０百万円 

都市農山漁村連携交流推進調

査業務に係る企画・立案 

都市農山漁村連携交流推進調

査業務に係る企画・立案 



C. G.

費 目 使 途 金　額
(百万円）

費 目 使 途 金　額
(百万円）

計 20 計 0

請負

都市農山漁村連携交流推進調査
（NPOや企業等が参加する都市と
農山漁村の交流事業についての
事例収集及び実態把握、情報発
信のあり方等の検討のために必
要なデータの収集）

20

B.株式会社価値総合研究所 F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 20 計 0

その他 職員旅費 0.4

費　目 使　途
金　額

(百万円）

請負
都市農山漁村連携交流推進調査
業務に係る企画・立案

20

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る 使途と費目

A.都市・地域整備局 E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

費　目 使　途
(百万円）

費　目 使　途
(百万円）る。使途と費目

の双方で実情
が分かるように

記載）


